
- 1 -

学校だより
第１１号

令和６年２月２９日

美瑛町立沢小学校

美瑛町字美沢中央

学校は「オワコン」？
美瑛町立美沢小学校 校長 温泉 敏

皆さんは、「オワコン」という言葉をご存知ですか？私も昨年の春に知った言葉です。意味は「学

校は終わったコンテンツだ」です。これは、『東大よりも世界に近い学校』という書籍に書かれてあ

り、著者は日野田直彦氏です。この方は学校説明会に１万人が集まるといわれる校長です。

確かに、その本に掲載されている挿絵では今も昔も変わらない学校の生活があります。でも、本当

に学校は「オワコン」なのでしょうか。

学校教育の中で「キャリア教育」があります。昔は進路指導的な意味合いが強くありましたが、今

は自分の生き方について考える意味をもっています。

皆さんがよくご存じのピアニストの辻井伸行さんは目が不自由ですが、世界的なピアニストです。

辻井さんは「練習が大変だとは一度も思わないし、逆に楽しい」とあるテレビ番組の特集で話してい

ます。辻井さんのことをメディアは天才、あるいは奇跡という言葉を使います。確かにそうかもしれ

ませんが、それ以上に辻井さんは「自分でできることはこれしかない」と決めて言葉にならないほど

の努力をしてきたのではないかと思うのです。

将棋の世界では、藤井聡太さんの活躍が多くメディアで報道されています。その前は羽生さん、そ

の前は谷川さんがクローズアップされていたように思います。その中で「村山聖（さとし）」棋士は

あまり知られていません。私は『聖の青春』という本で知りました。

村山さんは３才で発病し、５才で「ネフローゼ」という病名が付けられました。この病気は難病の

１つで、一番よい治療法は何もせずに、じっと安静にしていることだそうです。でも５才の子どもに

そんなことはできません。走り回って熱を出して入院するという繰り返しが始まります。そこで、知

ったのが将棋でした。ただただ大人の将棋の本を小学校１年生が何回も何回も読んで勉強するといっ

た１日を過ごします。あるとき「奨励会に入る、プロになる。」といって将棋の世界に入り、見事に

プロ試験に合格します。

その後は入退院を繰り返しますが、入院をしていない期間を除けばA級までの昇段は猛スピードで

す。そして、彼の生き方はあまりに純粋すぎました。

羽生棋士、谷川棋士を破ったことのある実力者ですが、ネフローゼに加え膀胱癌にもなり、残念な

がら２９才の若さで亡くなりました。

村山棋士も自分の居場所は将棋しかないと決めて、この世界に没頭してきたのだと思います。

二人に共通していることは「自分はこれしかない」と決めて、その中でひたすらに努力してきたこ

とだと思います。

私は子どもたちに「一所懸命」であってほしいと思いますし、成長過程のどこかでは「がむしゃら」

になっていってほしいと思っています。そこには、どこかに「純粋さ」があると思っています。そし

て、そのことがきっと後の成長に役立つのだち思っています。

そのためには、多くの人とふれあったり、体験をしたりすることが必要だと思います。それは、も

ちろん各ご家庭でもできます。でも、学校もそういった場であると思いますし、多くの人と考えるこ

とができる場だと思っています。

本校の子どもたちは、この１年間で大きく成長したと思っていますし、今見ている世界の向こう側

も見えてきているのではないかと思っています。それは学校が果たす役割だとも思っています。今年

度も残り１ヶ月となりました。変わらぬご支援をよろしくお願いします。
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【一輪車検定】
今年度最後の一輪車検定が２月７日に行われました。年度当初の

予定では３学期の検定はありませんでした。しかし、１学期の検定

が１回行われなかったことや、２学期には個々の子どものチャレン

ジ精神が高まり、急きょ３回目の検定を行うことになりました。練

習および当日の頑張る姿を見ることができました。

そのうちの１回が学校運営協議会の皆さんが来校されたときで、

保護者が小学生の時にも取り組んでいたとのお話がありました。

いずれは団体での演技の発表ができるといいなあ、と密かに思っています。

一日入学・待ってます集会

２月２日（金）に一日入学がありました。一日入学では、２名の新１年生が２年生教室に入

り、２年生と一緒におもちゃを作りました。

最初はお互い緊張していたよう

ですが、そこは２年生です。しっ

かりと上学年の自覚があるのでし

ょう、話をしな

がら上手にリー

ドし、一緒に作

品を作っていき

ました。

２年生教

室での活動

の後は、新

１年生２名

を迎えて、

「待ってま

す集会」が

開かれました。２年生が新１年生と手をつないで体育館に入場。新１年生よりも２年生のほう

が緊張気味のようでした。

待ってます集会

では、２年生以上

の待ってますコー

ルがあったり、全

員で一緒に遊んだ

りしました。そ

の後、プレゼン

トが各学年から

渡されました。

また、道添さん

と作った「みん

な ひとつ」も歌いました。この曲

がこうやって歌われるのはいいです

ね。

高学年から渡されたプレゼントは手さげ袋です。ここでもらった袋は学年が上がっても使っ

ているようです。いい話ですね。
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【楽しかった親子レク】

１月３０日（火）に親子レクを行いました。以前は親子遠足として大雪青少年交流の家で

行われていましたが、移動時間を考え

るとその分を校庭でゲーム等をした方

がよいとの判断から、今回は校庭で行

いました。

競技は宝さがしとチューブ滑りです。

宝さがしは親子対決。先に親が宝を

雪の中に隠し、子どもたちが見つけて

いきます。

次に子どもたちが隠して親が見つけます。

親チームの探し方はなんとなく夏の畑を思い起こす風景。一列

になって穴をほって探してはちょっとだけ前に進む。なんとなく

似ていませんか？

で、勝敗は子どもチームの勝ち。

ただ、最初に埋めた数と見つかった数が合わない・・・。春になるのを待ちましょう。

※２月末に５個発見。

次に築山に上ってチューブ、そり

滑り。自家製そりもあり、やっぱり

楽しい冬遊びです。

ちなみに、新雪が積もったことか

らてっぺんまで行くには雪を漕いで

いくことになりました。それだけで

大人は疲れてしまいました。

でも、子どもたちはひたすら滑っ

て楽しんでいました。時間がくるま

で子ども同士、親子でと上へ下へと

楽しく滑りました。

途中からは、距離比べも入り、大

盛り上がりしました。

これ

こそ冬

の外遊

びとい

えるで

しょう。

【防災訓練】
昨年度に引き続き、今年度も防災訓

練が行われました。

上富良野から自衛隊の方が来られて

子どもたちは、自衛隊の車に乗って避

難するという流れです。

十勝岳の自然の恵みもあれば、畏敬

の念を抱くこともありますが、防災も同様に共存しているのだと思います。

防災はやはり大切なこととして訓練が必要ですね。
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【宮様スキーマラソン】
晴天の中、宮様スキーマラソンが１８日

（日）行われました。

前日午後からはコースづくりのため道路に

雪を入れていました。そのかいがあって、と

ても滑りやすいコースが出来上がりました。

今回、かるたの全道大会と日程が重なって

しまい残念ながらスキーマラソンに参加で

きない子どもたちもいましたが、参加した

子どもたちは元気いっぱい走りぬけ、完走

することができました。

２０Kmに挑戦した４名（中学生を入れて

５名）も２時間かかることなく、ゴールに

入ってきました。

完走したどの子もいい走り終えた満足感でいっぱいのいい笑顔を見せていました。

【大妻女子大実習生来校】
１９日（月）に大妻女子大の学生６名が本校を訪れました。本当であ

れば１日実習だったのですが諸事情で２時間目までとなりました。

これまで美瑛の各学校をまわってきているので初めてということでは

ありませんが、小規模校、特に複式授業への驚きはあったようです。

２０日に彼女たちの実習の成果を発表する場に３０分ほどですが立ち

会う機会があり、３名のプレゼンを聞いてきました。学生たちは単位と

かは関係なく、自主的に学びたい学生が集まって来町していますから、それなりにしっかりとした意

識をもっていると思います。内容は小規模校・複式校のよさと課題とが発表の中に出ていたことと、

特別支援教育への関心が高かったことが伺えました。

子どもたちも慣れたのか、全く緊張もせずに接していたようです。彼女たちが挨拶に来校した時も

「こんにちは。」と挨拶したり、どきまきすることもなく、いたってそれが当たりまえのようにして

いました。

【企画イベント スリッパ卓球】

３年生が企画・運営をしたスリッパ卓球大会が１４日（水）に行われました。

体育館に大会の企画とあわせて参加者募集の紙が貼られました。

こういった企画・運営は子どもた

ちにとって大切な力をつけてくれま

す。ですから、「やりたい」ことを形

にしていくことはいいことだと思っ

ています。

例えば、企画する力、運営する力

はもちろんですが、その他にも目に

見えないことがたくさん出てきま

す。そういったことを一つ一つ解決

していくことでみるみる力をつけて

いきます。

さて、大会参加者は子どもたちは

もちろん、先生方も参加し、３年生

がつくったトーナメント表に従い

い、当日試合が進められました。

ちなみに、優勝者は森田先生で、準優勝者は大場斗輝さんでした。
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【児童朝会・認証式】
児童朝会では、次年度児童会三役の

決意表明がありました。その中でいい

なあ、と思ったことがいくつかありま

した。

①みんなで遊ぶとき（全校遊びも含

めて）、みんなが楽しめるように

ルールを考える。

②朝、「今日一日がんばるぞ」と思

うことができるようなあいさつを

する。

などです。

では、何がよかったのでしょうか。

私が子どもたちに話したことは合言

葉の話をしました。

「かしこく」 自分の頭で考え、行動

する ＝ 自立

「やさしく」 違いを認める ＝

尊重

「たくましく」 チャレンジする、最

後までやり抜く、新

しいものを創る ＝

創造

児童会はこの３つが入った取組です。

違いがあるなかで、どうやったらみん

なが「そうだね」と思う答えを出して

いくか、どんなことをしてみたいのか

ができるのが児童会です。

先生はそのことを「明日の美沢小を

創る」といいます。

是 非 頑

張 っ て く

ださい。

【今月のフォト】

今年も鬼が来た！ 中学校１日入学

日 曜 行 事 予 定

１ 金 全校朝会・式歌練習 お楽しみ給食 ALT

２ 土

３ 日

４ 月

５ 火

６ 水 ALT

７ 木 保育所来校日 愛護少年団退団式

８ 金 ALT

９ 土 美沢少年団卒団式

１０ 日

１１ 月

１２ 火

１３ 水 ALT

１４ 木 卒業式総練習 職員会議

１５ 金 PTA監査

１６ 土

１７ 日

１８ 月 前日準備 同窓会入会式

１９ 火 第１２３回卒業証書授与式

２０ 水 春分の日

２１ 木 卒業式後片付け

２２ 金

２３ 土

２４ 日

２５ 月

２６ 火 修了式・離任式

２７ 水

２８ 木 PTA・スポ少・美沢少年団総会

２９ 金 出発式 保育所卒園式

３０ 土

３１ 日


